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前回までのあらす じ
チェチ ョク イ オ ギ ョン

文禄の役の最中、南原に暮 らす崔 防 は、ソウルか ら戦乱を避けて来た李玉 英 と結ばれ
モンソク

る。二人 の問には夢釈 とい う息子 も生 まれるが、幸せ な 日々は長 く続か ない。折 しも慶長

の役が起 こ り、一家離散 となる。家族 を失 った崔防 は中国に渡 るこ とを決意 し、明の将校
せっこ うしょう しょうこう ふ

である余有文 と漸江 省 の 紹 興府に行 く。一方、捕虜になった崔防の父 と玉英の母は脱出
ヨンゴク サ

に成功 し、鷲谷寺で夢釈 と出会 う。玉英 は 日本 に連行 され、商船 に乗 って海 を往来す るこ

とになる。
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趙緯韓 「崔防伝』(続 き)

この時、崔陽は紹興府にいて、余公 と義兄弟の契りを交わした。余公が自分の妹を崔陽に

嫁がせ ようとしたが、崔陽は最後まで承諾せずに言った。

「私の家族は倭兵によって連れ去 られ、年老いた父や、か弱い妻の生死 も分からないでい

るのです。死ぬまで喪服を脱げないような心境なのに、どうして新たに妻を得て温和な暮 ら

しができましょうか」

これを聞いた余公はそれ以上話を進めなかった。

この年の冬に余公は病気にな り死んで しまった。崔防は再び行 き場がなくなり、江湖1の
りゅう もん う けつ しょうしょうこう どうてい こ

付近 を回 り、名勝 地 を遊 覧 した。 竜 門2と 禺穴3を 見 なが ら 瀟 湘 江 と洞庭湖4を 遊覧 し、
がくようろう こ そ だい

岳 陽楼5と 姑蘇 台6に も登 った。 この ように崔防 は江上 を遊覧 しなが ら、詩 を詠み、雲 と水

の問 を俳徊 し、つい に小 さなことにこだわるよ り、気 ままに一生 を終 えようと決心 した。 こ
おういん が び ざん

の問、海上に月の道士 とされる王隠という人が蛾媚山7に 住んでいたが、不老長寿の薬を作
しよく

り、白昼 に昇天す る術 を知 っていると聞いた。それで崔防 は蜀8の 地に赴 き、その仙術 を学

ぶ ことに した。
しゅゆう はくせん ゆうきんもんがい

ち ょうどその時、朱佑 という人がいて、号 を鶴川 といったが、家が湧金門外 にあった。彼

は経典 と史書 に精通 してお り、立身 出世 に関心が な く、ただ物 を売 って生計 を立 ててい た

が、他 人に施 しをす るのを好み義侠心 を尊んだ。そ こで崔防が蜀 に行 くとい う便 りを聞いて
あざな

酒 を持 ってやって きた。鶴川 は杯 を持 ち、崔防の 字 を呼 びなが らいった。
ペクスン

「伯昇 よ。伯昇 よ。人が この世 に生 まれたら誰で も長 く生 きたい と思 うだろう。 しか し古

今天下を長 く見て きたが、死 なない ものが どこにいるのか。いったい残 りの人生が どの くら

いあ るか知 らんが、 うまい食事 もせず腹 をすか してわび しい思いで山に行 き、鬼神 と共 に暮

らそ うとす るのか。お前 さんはす ぐ私の ところに来て共 に生 きるのが よい。葉 の如 き小船 に
ご そ

乗 って気 ままに朝夕呉 と楚9を 行 き来 し、絹 と茶 を売 って暮 らそ う。そ うして江湖 を遊覧 し
ち せん

ながら残 りの人生を楽しく過ごすのが達人の境地であ り、人々のいう地仙10が 天から舞い降

りて くることだと知らないのか」

崔防は鶴川の言葉を聞いて愕然と悟った。それで彼の言うとお り共に遊覧することにした
こう し

が、時は折 しも庚子年(1600)の 晩春であった。崔陽 と鶴川 は船 に乗 って、茶 を売 りなが ら
ア ナン

あちこち行 き来 し、ついに安南11に 至 った。 この時、 日本商船十余隻が入 り、江 に停泊 して

お り、崔防 らも十 日あま り停泊す るこ とになった。

月 日はいつの間にか四月の半 ばになっていた。空には雲一つな く、江の水 は絹 のような光
かすみ

沢で、風 もな く穏やかだった。 この 日の夜 更けに、明 るい月光が江上 に光 り、 霞 が水 の上

に漂っていたが、船上 の人々は皆深 い眠 りに落ちて、水鳥だけが鳴いていた。
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「崔陽伝』(下)

この時、ふ と日本商船か ら念仏 を唱 える声がかすかに聞 こえて きたが、その声が非常 に も

の悲 しかった。崔陽 は一人、船の欄干 にもたれていたが、 この声 を聞いて 自身の身がはかな

く思 えた。それです ぐ巾着か ら笛 を取 り出 し、何 曲か演奏する と、胸 中に深 く根 ざ した恨 を

晴 らす ことがで きた。ち ょうどその時、海 と空 は静 かで、雲 と霞が晴れて、哀切 な曲調 と奥

深い感 じが笛の音 にのって清 く広 がっていった。 これに多 くの船上の人が驚 き、眠 りか ら覚

め、 ものさびしげに座 り、笛の音 に静かに耳 を傾 けていた。 日ごろ諺憤多 き者 もこの笛 の音

には心静 まるようであった。

しばらくして 日本人商船か ら朝鮮語 で七言絶句 を詠 む声 が聞こえた。

おう し きよう

王子 喬 が笛 を吹 くに、月 も降 りて聞こうとす るほ ど、

海の ように青い天 には、露が凛 と してい る。

詩を詠んだ声がすさまじく、まるで怨みでも訴えかけるように聞こえた。詩を詠み終える
がくぜん

と、その人 は長 くため息 をついたようであった。崔防はその詩 を聞いて、愕然 とし笛 を落 と
うしな ぼうぜん

した。 まるで気 を 失 った人の ように呆然 と立 ち尽 くすばか りであ った。 これ を見 た鶴川が

言 った。

「どこか具合 で も悪 いのか」

崔防は答 えたかったが、の どが震 え声 にな らない まま、涙だけが流 れた。 しば らくして気

を確 かに し、口を開いた。

「少 し前 に、私の船の 中か ら聞 こえて きた詩 句 は、その まま私 の妻 が詠 んだ もの と同 じ

だった。 ほかの人 は一生 あの詩 を聞いて も絶対分か らないはず だ。それに詩 を詠 む声 す ら私

の妻の声 に似 ているので、 ひと りでに悲 しくなった。私の妻が ここまで来てあの船 にいるな

んてあ り得 ないはずだが」
とら

そうして家族皆が捕虜として捕 えられたことを話すと、船にいた人たちの中で悲 しまない
と こう

者 はいなか った。その中に杜 洪 とい う人がいたが、若 くて勇気 ある男 だった。彼 は崔 陽の言
さお

葉 を聞いては、顔 に義侠心が表れ、こぶ しで竿 をたた きなが ら興奮 して言った。

「私が行 って見て こよう」

鶴川が阻止 して言 った。

「この夜 中に騒 げば多 くの者が動揺す る。明 日の朝、そっ と聞いてみて も遅 くはない」

周辺の人がみな言 った。

「そ うしよう」

崔防は座 った まま朝 になるの を待 った。東 の空が明る くなる と、す ぐに堤 に降 りて 日本人
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商船のほうに向か って朝鮮語 で尋ねた。

「昨夜 、詩 を詠 んでいた人は朝鮮 の方ではあ りませ んか。私 も朝鮮人 なので一度 お 目にか

かれた らと思います。遠 く客地で暮 らす者が、同 じ故郷の人 と出会えたの はこの上 ない喜 び

です」

玉英 も昨夜聞 こえてきた笛の音 が朝鮮の曲調である上 に、平素慣 れ親 しんでいた もの とあ

ま りに も似 ていた。それで夫へ の想いでい っぱいにな り、 自然 と詩 を詠 んでいたのである。

玉英は 自らを探す人の声 を聞いて、我 を忘 れて走 り出 し崔防を見た。二人 はお互い驚 きの 目

で見つめ合い、一声 を上げたか と思 うと、浜辺で崩 れ落ちるように抱 き合 った。

の どが締め付 け られるようで、気 で も狂 ったかの ようにな り、 まともな言葉 は交わせず、

目か らは涙があふれ、お互いの顔 を見 ることす ら出来 なか った。二国の船頭 が、何事 か と集

ま り見 ていたが、始めはただ崔陽 とその親 しい友達か と思 っていた。後 に二人が夫婦である

ことを知 り、人々は皆、二人を眺めなが ら声 を上げた。

「なんとい う不思議 なことだ。 これこそ天の思 し召 し、人力でなせ る業で はない。古今東

西聞いたこともない」

崔防は玉英にその間の消息 を尋ね聞いた。

「山の中で捕 ま り、川辺 につれて こられた と聞いたが、その時、父 と母は どうなったのだ」

玉英が言 った。

「日が暮れた後 で船 に上が ったので、お互い行方が分か らな くな り、お二人の安否 を知 る
ま

間もなかったのです」

二人は手を携え働実すると、横で見ていた人々も悲 しそうな表情で涙を流 した。
プラチナ

鶴川は頓干 に会い、 白金三つの塊 を見せ なが ら玉英 を購い連れて行 く旨を話 した。する と

頓干は顔 を真 っ赤 にして言った。

「私が沙干 に会 ってか ら四年 が経 ちま したが、その端正で清い心 を愛 し、本 当の子供 のよ

うに接 してきました。それで寝食 を ともに して まい りま したが、今 まであれ を男の子だ とば

か り思っていたのです。今 日、話 を聞いたのですが、 これは天地神 明です ら感動す ることで

しょう。私 はたい した学 もないですが、人心 も分か らぬ岩木 ではございません。 どうして沙

干 を他 に売 り渡 して生 きるような真似が出来ま しょうか」

頓子はす ぐ袋の中の銀貨十両 を出 して饅別金 として与 えなが ら言った。

「四年 を共に暮 らしたが、突然 の別れ になった。悲 しい心で胸 がいっぱいだが、苦労 の末

に生 き残 り、再 び夫 に会 ったことは本当に奇異 な運命で、今 まで聞いた事がない。私がお前

を引 き留めた ら、天が必ず私 を罰するだろう。沙干 よ、元気で な」

玉英が手 を上げて、感謝の言葉 を述べ た。
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「保護 して くだ さったおかげで今 まで死 なずに生 き延 び、思い もかけず夫 に再会 いた しま

した。それ に心か ら祝福 して くだ さり饅別 までいただいて、この ご恩 は決 して忘 れませ ん」

崔防が玉英 と共に元の船 に戻 って来 ると、隣の船か ら二人を見 に来る人 々が列 をなし、中

には金銀や絹 を くれた りもした。鶴川 は家 に戻 り別途一室 をきれいに掃除 し、崔防 と玉英 を

そこに住 まわせ た。

崔防はす でに妻 に会 ったので これ以上望む ものはなかった。 しか し遠い異国の地での生活

だったので、 どこを見渡 して も親戚が なかった。それで、いつ も年取 った父 と幼い息子への

思いで、涙の乾 く暇 もなかった。

崔陽は遠 い異郷 でこれ以上生 きる気力がな くな り、生 きて故郷 に帰れるように と黙々 と祈

祷 した。

しか し歳月が流 れ、崔 防はまた息子 を産んだ。息子 の名前 を決め る前 に、丈六仏が また夢

に現れて言 った。

「今度、生んだ息子の背 中に も赤いあざがあるだろ う」
モンソク モンソン

崔陽夫婦は仏に感謝 し、夢釈の生 き返 りだと思い、名前を夢禅 とつけた。夢禅が成長 し、
めと

よき妻を嬰ろうとした。隣の陳家に娘がいたが名前を紅桃といった。紅桃が乳を飲まなくな
い けい りゅうそうへい

る前 に、父 の偉慶12は 劉 掘兵13に 従 い朝鮮 に出戦 し帰 って来ず、成人す る前 に母親 もな く

なって しまったので、紅桃 は叔母 の家で育て られた。紅桃 はいつ も父親が他 国で死んだこ と

を悲 しみ、 この世 に生 まれ、父の顔 も知 らない 自分 の運命 を恨 んだ。それで父が死んだ国で

ある朝鮮 に一度行 って霊 を招 き働突 し、死体 を持ち帰 り葬式 を行 うのが夢であった。紅桃 は

恨み を骨 と胸 に刻 んだが、女であるが ゆえに、簡単 に朝鮮 に渡 ることも出来なかった。それ

で夢禅が嫁 を探 していると聞いて叔母 さんに仲人 をお願い して言 った。

「私の一生の願い は、崔氏の妻 とな り、一度朝鮮 に行 って心 中の恨み を解 くことです」

紅桃 の叔母 は もとよ り紅桃 の志 を知 っていたので即座 に崔防 に会 い、姪の考 えを大体話

し、婚礼 を挙 げて くれるよう頼 んだ。崔陽夫婦は非常 に喜 んで言 った。

「幼い女子で もこの ような志があるのに、われわれが どうしてその心がなか ろうか」

ついに崔陽は紅桃 を嫁 に迎えた。
ぼ こ ヌ ル ハ チ りょうよう

翌年の戊 午年(1618)に 後金14の 努爾ロ合赤15が 遼 陽16に 侵攻 して きたので引 き続 いてい

くつかの陣地 を陥落 させ、数多 くの将兵 を殺 した。怒 った天子が全国の兵士 を動員 して、こ
きょうゆうげき

れを討伐 させた。蘇州人であ る呉世秀17が 、 喬 遊撃18の 副掘兵 として出戦 したが、か れは

以前 に余有文の指揮下に属 し、崔 防が才能 と勇気 のある人物 だ と知 り、書記 として従軍 させ

ることに した。崔防 は仕方 な く、荷物 をまとめて出発 しようとした時、玉英が手 をつかんで

泣 きなが ら別れの言葉 を交わ した。
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「私 は、 まこ とに不運 なことに家族離散の苦労 の中、 なん とか命 だけは守 って まい りま し

た。天の助 けで幸いあなたに再会 し、切 れた赤い糸を再び結 ぶことが出来たのです。 また老

いた にもかかわ らず息子 まで得て、二十四年 間をともに生 きて きました。過 ぎ去 りし日々を

振 り返 ります と、い まや死 んで も恨み はござい ませ ん。私はいつで も君の恩に答 える覚悟で

ござい ますので、老いて も何の心配 もございません。 しか しまたこの ように別れることにな

り、 ま して何 千里 も離れた遼陽 に行かれ る となると再 び生 きて会 うこ とは難 しい と存 じま

す。願わ くは、 この場 で 自害す ることで、君の私 を思って くだ さる心 を少 しで も楽 にい た
あ あ

し、昼夜断腸の思いである自らの苦悩 も絶ちたく存 じます。鳴呼1今 や永遠の別れとなりま

した。千金にも値する体どうかお大事にしてください」

玉英は言葉を終えるや刀で首を刺そうとした。崔防は刀を奪い言った。
かしら

「つまらぬ蛮族の頭 が腕試 ししようとするのを、帝王の軍隊が きれいさっぱり追い払おう

というわけだから、どうなるかは日を見るより明らかだ。遠い異郷に従軍 したといってどう

して皆必ず死ぬなどと考えるのだ。 どうか心配 したり苦 しんだりしないで くれ。私が功をあ

げて帰ってきたら中堂に酒の宴を設け祝おう。まして夢禅は一人前になったから頼るのに十

分だ。できるだけたくさん食べて体を大事にし、これ以上心配をかけさせないでくれ」

ついに崔防を含めた明の軍隊が出発 し遼陽に至った。ここで後金の領地まで数百里歩 き続

け、朝鮮の軍隊と共に牛尾塞19に入 り陣を張った。 しかし主将が敵を軽 く見て戦ったので、

全軍は大 きく敗退 した。後金の兵は明の兵士を皆殺鐵 したが、朝鮮兵には誘惑 したり、威嚇

した りするだけで、一人も殺さなかった。それで明の強兵が部下十余名を連れて朝鮮兵の陣
カンホンニプ

内に入 り朝鮮服 を請 うや、朝鮮の将軍である姜 弘立20は 残 りの服 を与え殺 されないように し

た。
イ ミンファン

ところが従事官21の 李 民 簑22が この ような事実が後金軍 にばれは しないか と恐 れ、服 を

奪い、明兵 をとり捕 まえ、敵陣に送 って しまった。崔陽は もともと朝鮮人であったため、す

きを見 て明の列 か らこっそ りはずれ死 を免 れた。ついに姜弘立が投 降す ると崔陽 は朝鮮 の将

卒たち と共 に後金の牢 に監禁 された。

この時、夢釈 も南原か ら武芸 に励 み、出戦 して将軍 の陣中にいた。後金が降伏 した兵 隊を

捕虜 として牢 に入 るよう指示 していた時、崔陽 は夢釈 と偶然 同 じ所 になった。それ によって

父子が再会す るこ とになったが、崔陽 と夢釈 はお互 いに親子 であることも知 らず にいた。夢

釈 は崔 防が とつ とつ と した朝鮮語 で話すのを見て、朝鮮語の出来 る明兵 だと思い、彼 と一緒

では殺 されるのではないか と恐 れた。それで、つい にどこか ら来たのか と尋ね るこ とに し

た。崔 陽 もまた、 ひ ょっ として後金のスパイが探 りを入れているのか と疑い、全羅道や忠清

道 にいた と、あやふやな ことを言 った。夢釈 はます ます変 に思 ったが、それ以上の事実 は知
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ることも出来なか った。

す ぐ何 ヶ月かが過 ぎて崔防 と夢釈 とは次第に親 しくな り、お互い同病相哀れむ立場であっ

たため、少 しも疑 った りしな くなった。崔防 はついに自分の生涯のすべて をあ りの まま告 げ

た。夢釈 は崔防の言葉 を聞 くや顔色 を変え、悲 しい ような嬉 しい ような どうしよう もない様

子で、急 に尋 ねた。

「失った子は年がい くつで、容貌は どんな感 じだったのですか」

崔防が答 えた。
こう こ て いゆう

「甲午年(1594)十 月に子 を産 んだが、丁酉年(1597)八 月 に失 って しまった。 その背 中

には赤 いあ ざがあ るのだが、まるで子供の手の ひらのような形 をしている」

夢釈は言葉 も出ず、驚 き倒 れ、上着を脱いで背中 を見せなが ら言った。

「私がまさにその子です」

崔防は ようや く夢釈が 自分の息子 であることを確認 した後、父親 と沈氏の生死 を尋ね、生

きてい るとい うことを知 ってか ら、喜 びと悲 しみが交互 し、お互 い抱 きしめ合い働実 した。

見張 りの老いた後金の者が しきりにや って来て、その光景 を見つめ、言葉 を聞 き取れたかの

ように、哀れみ深い表情 をつ くっていた。ある日は、後金の若い兵が皆外 に出たす きに、そ

の老人が こっそ りやって来て、その場 に座 って言った。

「お前 さんたちが お互 い抱 き合 って働実す るのには、 なにか悲 しい事情が あるのだろ う。

いったい どんなことが あったのか」

崔防 と夢釈 は老人が秘密 を探 ろ うとしてい るのか と考 え、その場 で返事が 出来なかった。

す るとその老 人が言った。
さくしゅう

「お前 さんたちは私 を恐 れないで くれ。私は もともと新 義州 の北側の朔 州23で 土兵24を し

ていたが、牧使25の 暴政 に耐 えられず、家族 を引 き連 れこの土地に入 って きたの さ。 ここに

来てか らすでに二十年 に もなるが、後金族の者 は性格が率直で過酷 に収奪す ることもない。

人生は朝夕露の如 くなのに、そ うまで して苦節 を経 て、故郷 にこだわ り生 きるのに何 の意味

があ る。 だか ら家族 をつれてこの土地 までやって きたのだ。後金の長は私 に兵士八千名をつ

け、朝鮮兵が逃げない ように見張 りを しろ と言 った。今言い合 っている言葉 を聞 くに、大変

奇異な ことの ようだ。た とえ罪 を得 たとして も、 どうしてお前 さんたちを逃 してや らないこ

とがあろうか」

ついに老人は、食料 を準備 し、道 を教 えなが ら崔 防 と夢釈 を逃 してや った。

これで崔防 は夢釈 をつれて生 きて故郷 に帰 れることにな り、真 っ先に父親に会いたい気持
ウンジン

ちで、南方へ向か った。 しか し途中で背 中に腫 れ物が で き治療 もままな らなか った。恩津26
や ど

に至 り腫れが更にひど くな り、 これ以上動 けな くなった。宿所 に留 まったが、崔防は息 も絶
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え絶 えになった。夢釈 は焦 る心であちこち走 り回 り、針灸 と薬 を探 したが、ち ょうど身元 を
ホ ナム ヨンナム

隠 し逃走 していた中国人が、湖南か ら嶺南 に行 く途 中で、崔防の様子 を見て驚いて言った。

「一 日で も遅ければ命が危なか っただろう」

中国人はす ぐ袋 か ら小 さな針 を取 り出 し、傷の入 り口に刺 した。そ うして崔防 は次の 日よ

うや く回復 に向か った。

数 日後 に崔防が杖 をついて故郷の村 に帰って くると、その痛 々 しい姿 に、家族全員があの
よみがえ

世か ら 蘇 った ものを見 るかの如 く驚 いた。祖父、父、孫の三代がお互い手 をつ ないで抱 き

かか え合い なが ら、の どが枯れ るまで働実 した。みんな酔 ったように、夢か幻 か といった様

子だ った。沈氏 は娘 を失った後、魂が抜 けたようにな り、ただ夢釈 の無事帰還 を待ちわびた

が、北 方に遠征 した兵士がみな死 んだ とい ううわ さを聞いてか らは、病状が更 に悪化 した。

それで何 ヶ月かわず らい起 きて もい られなかったが、夢釈が崔陽 と一緒 に帰って きて、 さら

に玉英 がまだ生 きている という消息 を聞いて、狂 ったように声 を上げ、悲 しみ と喜びでいっ

ぱいの表情だった。

夢釈は父 を助けて くれた中国人の恩 に感謝 し、厚 くお礼 しようと彼 を連れて来 た。崔陽 は

家族 との感激 の再会 を果た し、 中国人に尋 ねた。

「貴殿 は中国か らい らっ しゃったそ うだが、お国は どちらでお名前 は」

中国人が答えた。
ゆうきんもんがい

「私の姓 は陳、名 は偉慶で、家 は杭 州27の 湧金 門外 にあ ります。丁酉年(1597)、 朝鮮 に遠
スンチ ョン

征 に来 た後、劉提 督28の 指揮下 にい ました。劉提督 は順 天29に 陣 を張 りま したが、あ る 日

私が敵勢 を探 りに行 き、将軍の命 にそむ く結果 にな りま した。将軍が軍法通 り罰 しようとし

たので、夜 にこっそ り逃げ出 して ここにとどまることになったのです」

崔陽がこの言葉 を聞いてたいそう喜 んだ。

「お宅 にはご家族がいますか」

中国人が言った。

「家には妻 と娘が一人お りましたが、娘は私が発つ とき、生 まれて数 ヶ月で した」

崔陽がまた尋 ねた。

「娘 さんのお名前 は」

「娘が生 まれる時、ち ょうど隣の人が桃 をお祝いに くれたので、名前 を紅桃 とつけました」

崔陽が急 にその手 を取 って言 った。

「まった く、なん と言 うことだ。私が杭 州でお宅 の横の家 に住 んでいたのです。あなたの
しんがい ご ほうりん

夫人は辛亥年(1611)九 月 に病 で亡 くな り、紅桃 だけ一人残 され、叔母 さんの呉鳳林 宅で育

て られ、私の次男の嫁になったのです。それで思い もかけず今 日ここであ なたに出会えた と
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は、本 当に奇異 なことです」

偉慶が この言葉 を聞いて、彼の家族 に再会 したかのご とく喜 んだ。その一方で悲 しみが こ

みあげ、 しば らく働突せずにはい られなかった。

「私 は嶺南の大邸30で 朴氏姓 を もった人の家でお世話 にな り、針 灸で生計 を立 ててお りま

した。今やあなた と姻 戚関係であることが分か った以上、 ここに移 って一緒 に住みたい と存

じます」

夢釈が言 った。

「公 は私の父の命 の恩人だけでな く、一番近い姻戚 で もあ ります。 また私の母や公 の娘 と

結婚 した弟が家族 として生 きてい るのに、いまさらなにをおっ しゃい ますか」

そ してす ぐに偉慶 を隣家 に住 まわせた。

夢釈は母が生 きてい るとい う言葉 を聞いてか らは、朝夕中国に行 き母 と弟 をつれて こよう

と思った。それで妻 と共 にあれこれ考 えたが、 これ といった良策がない ままであった。

当時、玉英 は杭 州で官軍が全滅 した と聞い たの で、崔陽 も陣中で一緒 に死 んだ もの と思

い、朝夕働実 し、最後 には 自殺 しようとした。する と夢に丈六仏が現れて告げた。

「死んではな らぬ。後で必ず良い ことがあるだろう」

玉英が眠 りか ら覚めて夢禅 に夢の話 を しなが ら言った。

「私が 日本 に捕虜 として行 った時、何度か海に身を投 げ死の うと試 みたが、ついには南原

万福寺 の丈六仏が夢 に現 れ、死んではならぬ とおっ しゃい ました。それか ら十年後 に安南の

海辺でお父様 に再会で きたのです。今 も死ぬ ことを考 えましたが、 また同 じ夢 のお告げがあ

りま した。お前 たち兄弟 を生 み育 てたの も、すべ てこの丈六仏のお導 きによるものだか ら、

お父様 が どこかで生 きている証拠 で しょう。万一生 きてい るとすれば、私の死 を恨め しく思

うに違 いあ りません」

夢禅 が言 った。
しゅうち よう

「今聞 くところによると、後金の 酋 長 は明の兵士 を皆殺 しに しましたが、朝鮮 人は死 を

免れた といいます。お父上は本来朝鮮人であるゆえに間違 いな く生 きてお られるで しょう」

玉英が急 に心を決めてい った。

「後金の酋 長の巣窟が朝鮮 の国境 か ら歩いて十 日ほ どの距離 にあ る。万一、お父 さまが生

きてい らっ しゃるの なら、その様子 をみて抜 け出 し、必ず本 国に帰ってい るに違 いない。私
チヤンジュ

が本国に探 しに行かなければ。 もし戦死 していたなら、私が 自ら 昌 州31に 行 き屍 身を尋 ね、

魂 を収 め、故郷に帰 って、先祖 の山で葬儀 を執 り行 い、無事成仏で きるようにせ ねば。越 国

の鳥 は南方 を想い、胡族の馬は北方 に向か う32とい うが、禽獣 です らそ うなのに、 まして人

の心が故郷 を思 わない はずがない。今 まで私は異 国で暮 らした まま、余命い くば くもな し。

一193一



教養 ・外国語教育セ ンター紀要

だか らよけい に故郷 に対す る恋 しさでい っぱい。老 いた舅や母 と別れ、懐 にいた幼いわが子

さえ失い、生死す ら分か らない とは。 この頃、 日本 の商人たちか ら聞 くところによると、捕

虜 になった朝鮮 人たちが故 国に戻 ってい るとか。 これが事実だ とすれば、生 きて帰 っている

可能性 もある。お父上が もし異 国の地で死んだ とす れば、今誰が再 び先祖の廟 を守るのか。

内外の親戚たちが戦争で皆死んでいたとした ら結局お守 りする人 はいないであろう。おまえ

は今す ぐ船 を一隻買い、食料 を準備 なさい。 ここか ら朝鮮 まで水路でわずか二、三千里。天

が見守って くれ、順風 な らば十 日もかか らず祖国に戻れ ましょう。私 は発つ ことに決めま し

た」

夢禅 が泣 きなが ら言 った。

「母上は どうしてその ような ことをお っ しゃい ます か。 も し順調 にわたることがで きた と

した らそれはまこ とに天恩 で しょう。 しか し広い海 を小船で渡 るこ とはで きませ ん。風や
わに さめ

波、鰐 や鮫 が どんな災難 をもた らすか も分か らないのに、 まして海賊船があち こちで活動 し

てい ると聞 きます。母上 と私が水 の中に落ちて死 んだ とした ら、お帰 りになった父上に対 し

て何の助 けになる とい うのですか。私 は愚か者ではあ りますが、大事 を 目の前 に して強いて

この ようなことを言 うのは、情勢が油断 ならないか らです」

横 にいた紅桃が夫 に言 った。

「あ なた、 これ以上 は、反対 な さらないで。時の運があ るとい うのに、あれ これ心配 して

何 になる とい うので しょう。お母様が決心 なさった ことです し、恐 れることな どございませ

ぬ」

玉英が言 った。
びん

「水 路は険 しいが、私がすでに経験 を してお る。昔 日本 にいた時、船 を家 と し、春 には閲
こう

広33で 商売をし、秋には琉球で物を売ったから、常に荒い波にもなれてお り、星や潮水の流

れか ら運勢を占えるほど経験が豊富 というもの。荒い波でも舵を取 り、船の安全 も私が見

る。まさか不幸なことが起きてもなんとか克服できよう」

玉英はすぐに朝鮮 と日本の二国の衣装を作 り、毎 日息子と嫁に二 ヶ国語を教え学ばせた。

そして日々、計画と関連 した注意を夢禅に与えなが ら言った。
ほ かじ

「航海が うまくい くかいかないかは、ただ帆舵 にかかってい る。帆 は きっち りと舵 は強 固

でなければならない。 また必要な もの は羅針盤である。航海す る日を決め るか ら私の言 う通

りにしなさい」

夢禅 が心配でいっぱいなまま引 き下が り、ひそかに紅桃 を叱 りなが ら言った。

「母上が命 を投 げ出 し、死路 の航海の計画 を立て、危険 な海 を渡 り朝鮮 に行 こうとなさっ

てい る。それなのに君は このことに賛成のみならず、母上 と意見 を同 じくし、私の立場 を顧
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み ない とは、 まった くひ どいことだ。父上がすでに亡 くなったか も知れぬのに、母上 まで見

殺 しにす るつ もりか」

紅桃 が言 った。

「お母様 が計画 をお立て になったのは本望 による ものです。 とやか く言 って止め られる も

のではあ りません。悔 やんで も悔 やみ きれない後悔 をす るか と心配に もな りますが、今 はお

母様の計画通 りにす るのが最善です。 これ以上、私 に言わせ ないで ください。生 まれて数 ヶ

月で父が異国で戦死 し、骨 も埋 め られず草原 に散 らばっているのです。母 も私が幼い ころに
ちまた

亡 くなって しまいま した。それで私 はこの世 に生 きる希望 もな くしま した。 しか し最近 巷

で聞 くに、戦場 か ら負 けて帰 って きた軍隊の中に朝鮮か ら脱 出 して きた者 も多 くい るそ うで

す。娘 として幸運 を祈 らず にはおれませ ん。万一、 あなたの力 を頼 って朝鮮 にた ど り着 き、

一度戦場跡 を尋 ね
、父 を しの んで杯で もあげた ら、惨 め にさまよう魂の慰め になるこ とで

しょう。そ うすれ ば私の長年の恨みが晴れ、朝 に生 き夕 に死 んだ と して も悔い はあ りませ

ん」

紅桃 は言葉 を終 えるとさめざめ と泣 き出 した。夢禅 はようや く母 と妻が同 じ心で事 を決行

しようとしていることを悟 り、今 さら曲げることはで きない と考 えた。それで出発の準備 を
こう しん

し、庚 申年(1620)二 月の初めに帆を揚げ出航することにした。出発する日が決定すると、

玉英が息子に言った。

「朝鮮は北東方面にあるから必ず南西風 を待たねばならぬ。座って、竿をしっかり握 り、

私の指示に従 うように」

ついに旗竿に旗を揚げ、磁石を船の横 に設置 した。船の中を点検してみると、すべてのも

のが準備完了していた。イルカが水を抱 き、鮫が波を上げたが、風が空中で起 こり旗が北の

方へ向かってなびいた。三人が力を合わせて帆を揚げると船が夜昼なく波を分けて疾走 し
らいしゅう

た。稲 妻 のよ うな矢 が波 浪の中 に入 って行 くが如 く、 あっ とい う間に莱 州 誕に到達 した。

い くば くか して青い大海に浮かぶ島々が現れたが、 目に入 るや遠 ざか り消 えていった。ある

日は中国人の船 に出 くわ し、彼 らが言 った。

「どの地方の船で、 どこに行 くのですか」

玉英が答 えた。

「私 どもは杭州人ですが、お茶 を買 うために山東に行 く途中です」

また何 日か して 日本人の船がやって きた。玉英はす ぐに息子、嫁 と共 に日本人 の服に着替

えて待 っていた。 日本人の船が近づいて きて尋ねた。

「どの地方の方で、 どちらか ら来ているので しょうか」

玉英が 日本語で答 えた。
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「魚 を捕 まえに海 に出て きましたが、波浪 にあい漂流 して しまい ました。船舵 が壊 れて し

まい、杭州で船 を買って、帰 国す る途 中です」

日本人が言った。

「ご苦労な ことが多か ったのです ね。 ここか ら日本 まです ぐだか ら南方 に向かって くださ

い」

この 日、南風 がひ どく吹 いていた。 しば らくして太陽が西 の海 に沈む と、白い海蛇が風浪

を立 て青 い波が空 に巻 き上が った。雲 と霧が 四方 を塞 ぎ、す ぐそ ば も良 く見 えず、竿 は折

れ、帆は破れ、 どこに行 くべ きなのか も分 か らなかった。
き ぜん

夢禅夫婦は驚き、船底にへばり付いていたが、すぐに船酔いをし始めた。玉英は毅然 とし

て空を仰 ぎ言葉もなく祈った。夜になって波風がおさまり、流された船は小 さな島にたどり

着いた。

船を修理するために何 日か留まったが、忽然 と海の中か ら一隻の船が次第に近づいてき

た。

玉英は夢禅に船中の装備を袋に入れて岩のくぼみに隠すように言った。 しばらくして船の

人たちが、騒ぎながら降りてきた。言葉は朝鮮語でも日本語でもなかったが大体中国語 と似

ていた。彼らは手に武器を持っていなかったが、白い棒を打ちながら貨物を出すように要求

した。これに玉英が中国語で答えた。

「私は中国人で漁業をするために海に出たが、漂流 してここに停泊することになったので

す。貨物など最初から持っていません」

玉英が涙を流しながら命だけは奪わないように哀願 した。すると彼 らは殺すことなく玉英

が乗っていた船を奪い、自らの船の後尾に結び付けて持ち去ってしまった。

それらが立ち去った後、玉英は夢禅夫婦に言った。

「やつらは海賊に違いない。私が聞くところ、海賊の島が朝鮮 と中国の間にあって、随時

出没して財物を略奪 していくが人は殺さないと聞いている。やつらがまさにその海賊だった
てんゆう

のだ。私 が夢禅 の言葉 を聞かず出航 し、天佑 もな くこんな 目にあ うとは。すで に船 を失い、

いまさら何 を言 って も遅 い。暗い空 と広 い海 を飛 び超 えるわけにもいかず、竹葉やいかだに

乗 って渡 ることもで きず、ただ死 を待つ しかない。私 はすでに死んだ も同然 の身であ るか ら

か まわないが、お前たち夫婦が愚かなこの母のせ いで命 を落 とす とは、 まことにす まぬ こと」
すさ

言葉を終えると玉英が夢禅夫婦 と共に悲しく泣 くので、その声が非常に凄まじかった。海

辺で結ばれた恨みが、波に乗って重なり合い、海神が寂寂たる波浪を寄せ、山の鬼神が顔を
ゆが うめ

歪ませ陣いているようであった。玉英が海岸の絶壁から海に身を投げようとするや、夢禅夫

婦が共に引きとめた。玉英は夢禅のほうを見ながら言った。
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「死ぬの を止 めないでお くれ。 これ以上何 を待 つ とい うのか。袋 に残 った食糧 はわず か三

日分 しかない。座 って食糧が尽 きるのを待 つまで生 きた ところで どうにもならぬ」

夢禅 が言 った。

「食糧が尽 きた後で死 んで も遅 くはあ りません。その間 に生 きる方法が見つかるや もしれ

ないのに、今死 んだ ら、後か ら後悔す ることになるで しょう」

夢禅 はつ いに母 を促 し、丘か ら降 りて、なんとか岩 の洞窟に横 たえ休 ませた。 しば らくし

て眠 りか ら覚 めた玉英が夢禅夫婦 に言 った。

「気 も落ち、体 も疲れ、ふ と寝入 って しまったが、夢 に丈六仏 が現 れ、 また良い兆 しがあ

るそ うだ。本 当に不思議だ こと」

三人はお互い顔 を見合わせ、喜びなが ら黙 ったままお祈 りをした。何 日か後、海の彼方か

ら帆船が プカプカと浮いているのが見 えた。これに夢禅 が驚いて言 った。

「これ まで見 たこ ともない ような船が海の真 ん中に浮か んでい ます が、非常に心配 にな り

ます」

玉英がそれ を見て喜 んで言った。

「心配せず とも良い。われわれは助か った。あれは朝鮮の船だ。少 し待てばす ぐ分 かるだ

ろう」
やなぎ

玉英 らは楊 を焼いて煙を出し、岸に上が り、服 を大 きく振った。そして皆朝鮮服に着替

えた後、岩の上に並んでいた。朝鮮人たちが船を止めて尋ねた。

「お前たちは何人だ。なぜこんな離れの孤島に来ているのだ」

玉英が答えた。
ナ ジュ

「われわれはソウルの両班 ですが、羅州35に きた際、急 に波浪 に会 い まして、船 は転覆、

人 々は皆溺れ死 にま した。 ただわれわれ三人 だけが帆 に しがみ付いて漂流 し、 ここにた どり

着いたのです」

船の人たちは憐れ に思い、三人 を乗せ て帰航 しなが ら言った。

「この船 は統制使36の 貿易船 として食糧 を積 んでい く船 です。官家 の 日程 が決 まってお り、

ソウルに行 くことはで きませ ん」
こうしん

順天 に至 るや、船 を橋 近 くに停 泊 させ、三人 を降ろ していった。 この時が庚 申年(1620)
い くさ

四月だ った。玉英一行 は五、六 日間歩 き、南原 に到着 した。玉英 は心 中、家が 戦 で な く

なって しまった と思い、その跡だけで も探 そ うと考えた。感慨 に浸 り、辺 りを見渡 し、まず

万福寺へ と向かった。金橋 の横 に来て座る と、城郭が くっきりと見渡せ、村 の様子や家 も以

前 と変 わ りなかった。玉英は夢禅 を見て指をさ しなが ら言 った。

「あれがお前 の父 の家だ ったが、今 は誰の家になってい るのや ら。一緒 に行 って一晩泊 ま
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り、話 を聞いてみ よう」

玉英一行が立ち上が り、その家の門前 に くると、崔防 とその父が柳 の下 に座 っていた。舅

と嫁、夫 と妻 、父 と息子、兄 と弟が、驚 きの 目で互 いに抱 き合いなが ら働契 した。

陳偉慶 も来て、 自分の娘 と濫遁 し、沈氏 も慌てふため き駆 けつ け、玉英 を抱 きしめ働突 し

なが ら気絶 して しまった。すべてが夢の ようであ り、 この世 のこととも思われず、悲 しみ と

喜 びが交互 に押 し寄せた。 この光景 を見た隣人たちが あちこちか ら集ま り、最初 はその奇妙

さをいぶか しがったが、後で玉英 と紅桃 か ら今 まで経 てきた ことを詳 しく聞いて、皆驚 きと

共 に祝福 し、お互いに言い伝 え、話が四方に広 まった。玉英が崔 陽に言った。

「われわれが今 日この ように出会 えたの も、実に丈六仏が暗に恩 を施 して くだ さったか ら

だ。今、 このご恩返 しに参 らねばな らぬで しょう」

この言葉 に崔陽 と玉英 は、二人の息子 と嫁 を引 き連 れ、盛大 に供物 を携 え、万福 寺 に行

き、心 をこめてお参 りした。

以後、崔陽 と玉英 は父母 によ く仕 え、息子や嫁 たちの世話 を し、西 門外の昔の家 に住 ん

だ。陳偉慶 も紅桃の傍 にいて、崔陽の家で一緒 に暮 らしなが ら苦楽 を共に した。
プ ユン

南原府チト37がこの話 を聞いて朝廷 に上疏 し、崔陽は特別 に正憲大夫38の 位 を与 えられ、妻
ほう しんゆう

の玉英 は貞烈夫人 に奉ぜ られ た。二年後、辛 酉年(1621)39に 、夢釈 と夢禅 はそろって武科
ホ ナム ピョンマ チ ョル ドサ ヘ ナムヒ ョンガム

に合格 した。後 に夢釈 は湖南 兵馬節度使40に 、夢禅 は海南 県 監41に なった。 この時 まで崔
は

防夫婦 は長生 きを し、家族皆が栄 えある地位 に就いたので、 まことに珍 しいことよ。

注
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揚子江 と上流にある洞庭湖をさす。

中国河南省洛陽市の南にある龍門洞窟をさす。現在世界遺産に登録されている。

中国漸江省紹興県会稽山にある禺帝の廟、大禺陵をさす。

中国湖南省の瀟水 と湘江の流域 をさす。これらの川が集まり洞庭湖をなし、景勝地とし

て有名である。

湖南省にあ り、景勝地 として有名で、ここから洞庭湖を眺めると素晴らしいとされる。
ふ さ

中国江蘇省の蘇州にある。春秋時代の呉王夫差が築いた姑蘇台をさす。李白が 「蘇台覧

古」を詠んだことで有名。蘇州は科挙試験での首席合格者を多 く輩出した文化的土壌が

ある。

四川省楽山市峨眉山市にある山で、本文には 「峨眉青山」とある。異本には 「青城山」

もある。青城山は中国四川省成都市都江堰市にあり、道教の聖地として有名で、峨眉山
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29

30

とともに世界遺産に登録されている。

揚子江上流にある山西省をさす。

春秋時代の呉と楚をさす。呉は現在の揚子江下流、蘇州周辺をさし、楚は漸江省紹興の

周辺をさす。

道を体得 して仙人になった人をさす。

越南すなわちベ トナムをさす。

未詳。
りゅうえん

明軍の掘兵、すなわち指揮官をしていた 劉 艇をさす。文禄の役では副掘兵、慶長の役

では掘兵として日本軍 と戦った。1619年 に後金との戦いで戦死する。

清の前身。満州族、すなわち女真族による国。

清の初代皇帝の努爾ロ合赤をさす。

中国遼寧省の藩陽の南方にある都市。1621～1625年 には努爾ロ合赤が都 とした。

未詳。

明の武臣、喬一埼をさす。劉縫とともに後金軍と戦ったが、敗北して自殺 した。遊撃は

武官の官職名をさす。

中国遼寧省丹東市寛旬満族自治県牛毛鳩鎮をさす。

姜弘立(1560～1627)は 、1619年 に明の援軍要請を受け、朝鮮から出兵 し、寛旬で明

軍の劉艇 らと合流 した。後に後金に敗れると投降し、やむを得ず出兵 した事情を後金側

に告げた。これは情勢をみて寝返るように密かに王命を受けたことによるが、朝廷から

は非難を受け官職を剥奪された。

通信使を遂行 していた臨時の官職で従六品に相当。各軍営や捕盗庁に属していた。

李民簑(1573～1649)は 、1618年 に平安道観察使であったが、姜弘立の指揮下に出陣

した。後金の捕虜になったが、降伏 を拒否 したまま、1620年 に釈放され、平安北道の

義州に戻った。

平安北道西部にある朔州郡の中心地をさす。

土着の兵士。

牧に派遣された地方官で、観察使に次 ぐ正三品の官職。

忠清南道論山市にある地名。

翫江省の省都。上海の南西部に位置し、湧金門の遺跡がある。

劉縫をさす。注13参 照。

全羅南道の南東部にある都市。

慶尚北道の道庁所在市をさす。
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31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

平安北道の北西にある昌城をさす。

「越禽思南 胡馬依北」で、越は今の広東省を、胡は中国北方の遊牧民のいる旬奴をさ

す。北に渡った広東省の鳥は南方に巣を作 り、南に渡った旬奴の馬は北方に向かうとい

う意。『文選』所収の古詩19首 の 「行行重行行」にある句 「胡馬依北風 越鳥巣南枝」

による。

福建省、広東省、広西の一帯をさす。

山東省にある地名。

全羅南道の中西部に位置する都市。光州の南西部に当たる。

忠清道、全羅道、慶尚道の水軍を統率する官職。

府サとは地方長官をさす。文官の外官職で従二品に相当する。

正二品に相当する。

順天到着が庚申年(1620)で あることから、辛酉年(1621)は 二年後ではなく、翌年に

当たる。この後 日談は、天理大本だけにみられる特徴である。ソウル大本は以下のよう

になってお り、何 らかの理由で 「辛酉閏二月」が、天理大本の 「後二年辛酉」という句

に変化 し、後記が後 日談になったと考えられる。「防與玉英 上奉父母 下育子婦 居干府

西旧家 臆 父子夫妻兄弟舅姑 分離四国 恨望三紀 経営賊所 出没死地 畢寛団会 無一零落

此量人力之所致 皇天后土 必感於至誠 而能致此奇異之事 匹婦有誠 天且不違 誠之不可掩

如是夫 余流寓南原之周浦 陽時来訪余 道其事如此 請記其顛末 無使煙没 不獲已 略挙其

簗 天啓元年辛酉閏二月日素翁題 素翁趙緯韓号 又号玄谷」(ソ ウル大本 「崔防伝』)

各道の陸軍を指揮する従二品の武官職をさす。

地方行政区域の最小単位である県の長官で、従五品の外官職をさす。
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